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（平成２８年度当初予算上程（一般会計歳出説明・特別会計説明）・全体質疑） 



 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 宇津木宣雄   第２番 海老原友子 

   第３番 神藤 昭彦   第４番 小川 公威 

   第５番 志鳥 勝則   第６番 髙橋 正昭 

   第７番 稲川  洋   第８番 石﨑 幸寛 

   第９番 勝山 修輔   第10番 生出 慶一 

   第11番 稲見 敏夫   第12番 松本  清 

   第13番 稲葉  弘   第15番 田村  稔 

   第16番 津野田重一 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 宇津木宣雄   第２番 海老原友子 

   第３番 神藤 昭彦   第４番 小川 公威 

   第５番 志鳥 勝則   第６番 髙橋 正昭 

   第７番 稲川  洋   第８番 石﨑 幸寛 

   第９番 勝山 修輔   第10番 生出 慶一 

   第11番 稲見 敏夫   第12番 松本  清 

   第13番 稲葉  弘   第15番 田村  稔 

   第16番 津野田重一 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 田中 文雄  書記（総務係長） 遠井 正 

   書    記 柳田 裕子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      隅内 久雄 

   教 育 長      森田 良司    総務課長      岸   豊 

   企画課長      秋山 正徳    税務課長      伊澤 幸延 

   住民生活課長    横島  晃    福祉課長      川島 信一 

   健康課長      渡辺 誠司    保険課長      海老原俊輔 

   産業振興課長    石﨑  薫    都市建設課長    伊藤 知明 

   上下水道課長    小林  実    農業委員会事務局長 石戸  実 

   会計管理者兼出納室長 坂本  稔    教育総務課長    鶴見  勉 

   生涯学習課長    瓦井 治男 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  議会運営委員の選任 

   日程第２  議案第30号 平成２８年度上三川町一般会計予算 



 

   日程第３  議案第31号 平成２８年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算 

   日程第４  議案第32号 平成２８年度上三川町介護保険事業特別会計予算 

   日程第５  議案第33号 平成２８年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算 

   日程第６  議案第34号 平成２８年度上三川町公共下水道事業特別会計予算 

   日程第７  議案第35号 平成２８年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算 

   日程第８  議案第36号 平成２８年度上三川町水道事業会計予算 

   日程第９  陳情第１号 軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相

談の出来る窓口などの設置を求める陳情 
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午前１０時００分 開議 

○議長【津野田重一君】 皆さん、ご起立、願います。 

（全員起立） 

○議長【津野田重一君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【津野田重一君】 ご着席ください。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１、議会運営委員の選任を行います。 

 お諮りいたします。議員の欠員に伴い、議会運営委員の欠員のため委員会条例第７条第４項及び議会

の運営に関する要綱第１１６条の規定により新たに委員を選任します。 

 つきましては、産業厚生常任委員会から神藤昭彦君を指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがいまして、議会運営委員は神藤昭彦君を選任す

ることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第２、議案第３０号「平成２８年度上三川町一般会計予算」から日程

第８、議案第３６号「平成２８年度上三川町水道事業会計予算」までの７議案を一括議題といたします。 

 前日に引き続き所管課長の説明を求めます。 

 なお、各課長に申し上げますが、予算は各常任委員会に付託されますので、主な内容について説明を

お願いいたします。総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 ３０ページの歳出の説明に入ります前に、各会計、各目に計上しておりま

す人件費について総括的な説明をさせていただきます。 

 予算書の１１６ページをお開きいただきたいと思います。給与費明細書の１、特別職でございますが、

表の下段の比較欄をごらんいただきたいと思います。まず、長等の手当２万４,０００円の減につきま

しては、通勤手当対象者の減でございます。共済費９６万１,０００円の増額につきましては、共済組

合負担率の増加に伴うものでございます。合計しまして９３万７,０００円の増となっております。次

に議員分でございますが、共済費１,１３３万２,０００円の減でありますが、議員共済負担率の減によ

るものでございます。その他の特別職、職員数１８９人の減少は、主に統一地方選挙の影響によるもの

で、選挙立会人等の減でございます。報酬の１０万９,０００円の増額は、特別支援補助員、社会教育

指導員の増加等によるものでございます。給料の２７２万６,０００円の増、及び手当１３６

万７,０００円の増、その他の手当１万７,０００円の増、共済費１２０万円の増につきましては、教育

委員会制度の変更に伴いまして、１１月からの新教育長の給与、手当の増加分でございます。 

 次に、１１７ページをごらんいただきたいと思います。２の一般職員につきましては、（１）総括の
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下段の比較欄で、職員数、常勤職員３名減、短時間勤務職員２名の増、給料の２,０１９万５,０００円

の減は、採用と退職の差、及び会計間の異動によるものでございます。共済費５０２万８,０００円の

減につきましても、退職者、採用者の差によるものでございます。 

 次に下段の職員手当の内訳につきまして説明させていただきます。区分の比較欄で、管理職手

当１７４万１,０００円の増額は、会計間の異動及び支給対象者の増を見込んでおります。扶養手

当２２万３,０００円の減、通勤手当５８万３,０００円の減につきましては支給対象者の減でございま

す。時間外手当５９６万３,０００円の減につきましては、統一地方選挙等による影響で、事務従事者

の減が見込まれるということでの減額になっております。期末手当４９６万４,０００円の減につきま

しては、給料と同様に、退職者及び採用者の差によるものでございます。勤勉手当４７２万９,０００

円の増は、支給率の増加による増でございます。住居手当１６２万円の減につきましては、支給対象者

の減によるものです。児童手当２５万５,０００円の減につきましては、扶養する子どもの減少による

ものです。宿日直手当９,０００円の減は、勤務すべき日数の減によるものです。管理職員の特別勤務

手当３万円の増につきましては、支給対象の増加を見込んだものでございます。 

 以上で人件費の説明は終わらせていただきますが、この後の各会計の人件費につきましては省略をさ

せていただきます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【田中文雄君】 それでは、議会費につきまして説明をさせていただきます。当初予算

書３０ページ、３１ページをお開きください。 

 第１款第１項１目議会費について説明いたします。本年度予算額１億１,８７７万９,０００円です。

予算の主な内容は、議員報酬ほか、議会運営に係る所要の経常経費を予算化したものです。 

 なお、前年度比較で１３４万３,０００円の減額の主な理由は、議員共済費の負担率が引き下げにな

ったものでございます。 

 以上で議会費の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 続きまして、第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費について

説明をさせていただきます。本年度予算額３億９,５７６万円で、主な支出につきましては、３２ペー

ジ、３３ページをお開きください。 

 賃金１,６６５万１,０００円は、傷病者、産前産後休暇、育休者等の代替職員の経費を見込んでおり

ます。１３節委託料５１２万５,０００円の主なものは、臨時職員を含めた職員の健康診断委託

費１９４万３,０００円でございます。１９節負担金、補助及び交付金２,４６７万７,０００円のうち、

次ページをお開きいただきたいと思います。補助金につきましては、自治会活動事業といたしまし

て１４自治会分で１１１万４,０００円を、交付金といたしまして９２自治会に対します自治会総合事

務交付金としまして１,５９１万６,０００円を見込んでおります。次に２目行政管理費、本年度予算

額２,５２３万円の主なものでございますが、１２節役務費１,９２２万６,０００円は、町からの郵便

物の郵送料でございます。１３節委託料５０４万７,０００円の主なものは、行政不服審査制度の改正
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に伴います例規集整備支援事業の３０３万円でございます。３目財産管理費、本年度予算額１

億２,３４７万１,０００円の主なものは、１３節委託料の３,９７０万７,０００円。庁舎機械設備管理

委託費１,８９６万８,０００円。計画策定は公共施設の現状の全体を把握し、長寿命化を計画的に行う

ための公共施設等総合管理計画書策定業務委託で１,３１８万２,０００円でございます。 

 次のページ、３６ページ、３７ページをお開きいただきたいと思います。 

 １５節工事請負費３,５６１万８,０００円は、庁舎のエレベーターの改修、冷温水発生機の改修等を

予定しております。４目交通安全対策費、本年度予算額１,４７２万５,０００円でございますが、１節

の報酬で、交通指導員１４人分の報酬９７４万４,０００円、工事請負費１３３万２,０００円につきま

しては、カーブミラー等の設置工事費を見込んでおります。５目防犯費、本年度予算額１,２６５

万４,０００円でございますが、１１節需用費の光熱水費５７６万円は、町管理防犯灯の電気料

で、１９節負担金、補助及び交付金４０５万３,０００円は、次のページをお開きいただきたいと思い

ます。交付金で、自治会管理の防犯灯１,０８０基の維持管理費用としまして３０７万８,０００円を計

上しております。６目コミュニティ推進費、本年度予算額１,０２７万１,０００円の主なものにつきま

しては、１３節委託料５０７万６,０００円は、各コミュニティセンター及び運動広場の指定管理

料４１２万５,０００円でございます。１９節負担金、補助及び交付金２４３万２,０００円は、補助金

で明治南コミュニティ推進協議会への宝くじ助成事業２４２万５,０００円を計上しております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 続きまして、７目財政管理費、予算額９２１万２,０００円。主なもの

は１３節委託料で財務会計システム改修に係る委託料の６９９万２,０００円でございます。８目企画

費、予算額４,００５万４,０００円。主なものは、１３節の委託料で本年４月から車両３台で本格運行

に移行いたしますデマンド交通運行事業の委託料３,３１５万４,０００円。次に１９節負担金、補助及

び交付金のＪＲ石橋駅エレベーター管理負担金１０８万円。一番下でございます、下野市、壬生町、上

三川町の１市２町で構成いたします協議会への広域連携負担金としまして１６２万円でございます。９

目広報広聴費、予算額７９７万６,０００円。 

 ページをめくっていただきまして、４０ページ、４１ページをお開きいただきたいと思います。 

 主なものは、１１節の需用費の印刷製本費４６１万４,０００円、これにつきましては、広報「かみ

のかわ」の印刷料でございます。また、１３節委託料では、メール配信事業で１２９万６,０００円、

とちぎテレビデータ放送事業で９０万８,０００円、こちらを計上してございます。１０目情報管理費、

予算額４,５８７万１,０００円。主なものは１３節委託料で庁内ネットワークシステムに係る事務機器

保守で１,８７５万３,０００円。１４節使用料及び賃借料で庁内ネットワークシステムに係る事務機器

及びシステム借り上げで１,７６９万１,０００円を計上してございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 出納室長。 

○会計管理者兼出納室長【坂本 稔君】 同じページ、そのすぐ下、１１目会計管理費でございます。

本年度予算額４２万３,０００円。主なものは、右のページ、１１節需用費の中の印刷製本費、これは
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平成２７年度の決算書の印刷代を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 続きまして、第２項徴税費についてご説明いたします。１目税務総務費は、

本年度予算額１億２,７１５万８,０００円で、主なものは、次のページをお開きいただきまして、２３

節償還金、利子及び割引料１,７４１万円で、諸税の還付金でございます。２目賦課徴収費は、本年度

予算額４,８８７万４,０００円で、主なものは１３節委託料２,７９５万３,０００円で、３年に一度の

評価替えのための不動産鑑定評価１,１００万円を計上するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【横島 晃君】 続きまして、同じページの下段になります。第３項戸籍住民基本台帳

費、１目戸籍住民基本台帳費ですが、本年度予算額６,０７５万７,０００円でございます。 

 次のページ、４４ページ、４５ページをお開き願います。 

 主なものは１３節の委託料２４４万９,０００円で、戸籍システム等の保守料でございます。同じく、

その下の１４節使用料及び賃借料４９６万８,０００円は、これら機器類の借上料３２８万３,０００円、

ソフトウェア使用料の１６８万５,０００円でございます。２目住民情報管理費でございます。予算

額３,６８８万円で、これの主なものとしまして、事務機器賃借料、システム使用料及び個人番号カー

ド関連事務を委託するための負担金、交付金を地方公共団体情報システム機構に対する負担でございま

す。内容といたしまして、右のページ、１３節の委託料５３２万２,０００円でございますが、事務機

器保守といたしまして、住基ネットワークシステムハード保守料等で２６３万７,０００円、コンビニ

における住民票等の交付件数に対し１件当たり１２３円の手数料で６,０００円を見込みまして、地方

公共団体情報システム機構に７３万８,０００円を支払うものでございます。１４節使用料及び賃借

料２,１５９万４,０００円ですが、住民基本台帳のシステム機器のリース料、ソフトウェア使用料でご

ざいます。１９節負担金、補助及び交付金５９７万７,０００円でございますが、社会保障・税番号制

度施行に伴いまして中間サーバー利用料等や、個人番号の通知カード関連事務を委託するため、地方公

共団体情報システム機構に負担するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 続きまして、第４項選挙費、１目選挙管理委員会費、本年度予算額１６０

万５,０００円の主なものは、選挙管理委員４人分の報酬５７万４,０００円でございます。次に、２目

選挙常時啓発費、本年度予算額１３万５,０００円につきましては、選挙啓発に要する経常的経費でご

ざいます。３目栃木県知事選挙費、本年度予算額１,０３３万８,０００円は、平成２８年１２月に任期

満了となります栃木県知事選挙の執行経費でございます。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 ４目参議院議員選挙費、本年度予算額１,３４０万３,０００円は、平成２８年７月に任期満了となり

ます参議院議員選挙の執行経費で見込んでおります。 
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 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 ページをめくっていただきまして、４８、４９ページをお開きいただきた

いと思います。第５項統計調査費、１目統計調査総務費１１６万４,０００円。主なものは、１節報酬

で、経済センサス並びに工業統計調査に係る調査員等１８人分の報酬９２万９,０００円を計上するも

のでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【田中文雄君】 続きまして、第６項監査委員費、１目監査委員費、本年度予算額６３

万８,０００円。予算の主な内容としましては、監査委員報酬のほか、監査業務に関する所要の経費を

予算化するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、本

年度予算額１億８,８４４万４,０００円。主なものとしましては、次ページの５０ページ、５１ページ

をお開きください。 

 １３節委託料６４３万７,０００円のうち、システム改修１６２万円は、臨時福祉給付金のシステム

改修費でございます。計画策定２１６万円は、平成２９年度から３８年度まで１０カ年の地域福祉の推

進施策を定めた第２期地域福祉計画で、２７年度は基礎調査、２８年度は計画策定でございます。１９

節負担金、補助及び交付金８,４７０万７,０００円のうち、補助金として、社会福祉協議会５,５４１

万６,０００円は、町社会福祉協議会への運営費と事業費の補助でございます。臨時福祉給付

金１,２００万円は、１人当たり３,０００円で４,０００人を見込んでおります。年金生活等支援臨時

福祉給付金１,２００万円は、臨時福祉給付金対象、かつ障害基礎年金、または遺族基礎年金受給者

で４００人を見込んでおります。交付金として、民生委員児童委員活動交付金５２１万７,０００円は、

県から入金されます総合交付金をもとにして民生委員の活動費、民生委員協議会の運営費を交付するも

のでございます。２０節扶助費７９２万円は、難病患者福祉手当で、県から難病として受給者証を交付

された方に月額３,０００円を交付するもので、２２０人を見込んでおります。２目障害者福祉費、本

年度予算額５億１,３６２万２,０００円。主なものとしましては、一番下の１３節委託料の２,８７７

万６,０００円のうち、次ページの５２、５３ページをお開きください。一番上のシステム改修１９８

万８,０００円は、マイナンバー制度に伴う改修でございます。指定管理費２３０万円は、上三川ふれ

あいの家ひまわりの指定管理費で、２８年度から３２年度までの５カ年間が指定管理期間となります。

計画策定２８９万５,０００円は、２９年度から３８年度までの１０カ年間の第２次障がい者基本計画

策定の業務委託です。地域生活支援事業１,９３０万円は、上三川ふれあいの家ひまわりで行っており

ます相談支援事業と地域活動支援センター、町社会福祉協議会で行っておりますコミュニケーション支

援事業の委託料でございます。１９節負担金、補助及び交付金１,０３８万６,０００円のうち、負担金、

心身障がい児通園事業１,０３７万４,０００円は、下野市子ども発達支援センターこばと園の運営負担
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金でございます。２０節扶助費４億６,９３５万１,０００円のうち、地域生活支援事業２,８５０万円

は、障がい者の日中一時支援事業４０人分、移動支援５０人分、訪問入浴サービス３人分、及び、スト

マなど日中生活用具給付７５人分などでございます。自立支援給付費３,４８０万円は、人工透析など

の更生医療９０人分、育成医療２０人分、養育医療１０人分でございます。障がい者自立支援給付費３

億６,７２０万円は、ヘルパーや施設利用など３５０人分の障がい福祉サービス費と、補装具支給７０

人分、及び障がい児通所給付費６０人分でございます。重度心身障がい者医療費３,８７０万円は、重

度の身体及び知的障がいをお持ちの方への医療費５００人分の助成です。３目人権推進費、本年度予算

額２７８万５,０００円。主なものとしましては、１３節委託料の人権同和推進対策事業の普及啓発と

しての１００万円でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 

○健康課長【渡辺誠司君】 続きまして、４目上三川いきいきプラザ管理費でございます。本年度予算

額２億１,６６３万８,０００円です。主なものとしましては、１１節需用費３５４万８,０００円、う

ち修繕料３５２万４,０００円ですが、非常用自家発電装置の電池交換が主なものとなっております。 

 次のページをお願いいたします。５４、５５ページです。 

 １５節工事請負費１８９万５,０００円ですが、いきいきプラザ西側入口に街路灯を設置するための

費用でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【海老原俊輔君】 続きまして、５目老人福祉費、予算額８億６,５８４万６,０００円の主

なものについてご説明いたします。８節報償費３２１万９,０００円。主なものは敬老会記念品等

の２６４万７,０００円でございます。１３節委託料１,０４７万１,０００円。主なものとしまして、

老人福祉措置事業の９７１万５,０００円ですが、こちらにつきましては３人分の養護老人ホーム入所

に係る措置費でございます。１９節負担金、補助及び交付金の２億３,２０９万３,０００円の主なもの

は、負担金では、県後期高齢者医療広域連合への負担金２億１,６１４万３,０００円、補助金では、シ

ルバー人材センター運営費補助９００万円、交付金につきましては、敬老祝金支給事業の６６５万円で

ございます。２８節繰出金６億１,８４２万８,０００円につきましては、各特別会計への繰出金でござ

います。続きまして、６目国民年金事務費、予算額８７万３,０００円につきましては、日本年金機構

から委託された国民年金窓口業務に係る事務経費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、５６ページ、５７ページをお開きください。 

 第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、本年度予算額６億７,７２９万２,０００円。主なものとし

ましては、１３節委託料３,０６５万３,０００円のうち、システム改修１４３万７,０００円は、マイ

ナンバー制度に伴う改修でございます。指定管理費１,２２８万５,０００円は、学童保育館３館への指

定管理料でございます。放課後児童健全育成事業１,６１８万８,０００円は、学校の余裕教室を利用し
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ております学童保育４カ所への委託料でございます。２０節扶助費６億６５１万円のうち、児童手当５

億９,７００万円は４,６００人分を見込んでおります。 

 次ページの５８、５９ページをお開きください。 

 ２目母子福祉費、本年度予算額１億５,９５９万３,０００円。主なものとしましては、１３節委託

料５９７万２,０００円のうち、診療報酬明細５９０万円は、児童医療費審査料でございます。２０節

扶助費１億４,８５０万円のうち、児童医療助成１億３,０００万円は、対象児童５,６００人を見込ん

でおります。３目保育所費、本年度予算額８億９万７,０００円。主なものとしましては、１３節委託

料６億３,０８６万９,０００円のうち、調査１,１３１万２,０００円は、大山保育所建て替えに伴う埋

蔵文化財発掘調査を見込みました。子どものための教育・保育給付費６億１,３２５万１,０００円は、

県内６カ所の民間保育園への委託料のほか、町内の児童が通園しております新制度施設への給付費など

でございます。１５節工事請負費５９３万円は、さきに説明しました埋蔵文化財発掘調査に伴う大山保

育所のプール撤去仮園庭整備等工事費でございます。１９節負担金、補助及び交付金１億６,２８５

万５,０００円につきましては、民間保育園助成事業ということで、延長保育一時預かり保育所整備交

付金など、国県の補助事業に関する経費でございます。４目大山保育所費１億１,２０２万円。こちら

の大山保育所費につきましては、大山保育所の運営管理に関する経費を計上しております。 

 次ページの６０ページ、６１ページをお開きください。 

 ５目子育て支援センター費、本年度予算額４,０８６万４,０００円。こちらの子育て支援センター費

につきましては、子育て支援センターの運営管理に関する経費を計上しております。 

 次の６２、６３ページをお開きください。 

 第３項災害救助費、１目扶助費は科目存置でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 

○健康課長【渡辺誠司君】 続きまして、第４款衛生費、第１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でご

ざいます。本年度予算額２億１,４７１万１,０００円。主なものとしましては、最下段、１９節負担金、

補助及び交付金でございます、５,７２８万２,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 救急医療体制整備事業ということで、小山地区広域保健衛生組合に負担しております９４４

万９,０００円、それから、水道事業会計におけます水道管布設に対します負担金としまして２１０万

円。同じく水道会計の起債利子等を補助する４,５４５万１,０００円となっております。次に、２目予

防費、本年度予算額１億２,８０１万６,０００円でございます。主なものといたしましては、１節報酬、

健康診査嘱託医１５人分としまして３１２万円。７節賃金５０５万６,０００円ですが、乳幼児健診や

赤ちゃん訪問事業にかかわりますスタッフの賃金を計上しております。続きまして、１３節委託料でご

ざいますが、これにつきましては、予防接種や妊婦健診の委託料となっております。１９節負担金、補

助及び交付金でございますが、５７６万円、予防接種や妊婦健診の償還払い、または不妊治療費助成を

ここで計上しております。続きまして、３目健康増進事業費５７５万１,０００円ですが、主なものと

しましては、１３節委託料３５３万３,０００円。主なものとしまして各種健康教育事業、フィットネ
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ス教室やプールを使いました水中運動教室を委託しております３１１万８,０００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。６６、６７ページでございます。 

 ４目保健センター費、本年度予算額２９万２,０００円でございますが、保健センターを運営する経

常経費を計上しております。５目老人保健費、本年度予算額２,４４１万５,０００円でございます。主

なものといたしましては、１３節委託料２,１６３万３,０００円、一般健康診査等事業でございますが、

特定健康診査の対象外の人や２０歳から３９歳の健康診査を受ける機会のない方の一般健康診査を計上

しております。続きまして、６目がん・結核等対策費、本年度予算額６,３３８万７,０００円でござい

ます。主なものとしまして、１３節委託料５,９９５万７,０００円、がん・結核等診査５,９７４

万６,０００円、文字どおりがん等の健康診査を委託しております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、７目環境整備費でございます。本年度予算額２０７

万３,０００円。主な内容につきましては、１９節の合併処理浄化槽設置費補助金として７人槽の５基

分、２０７万円を計上したものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【横島 晃君】 ８目環境衛生費、本年度予算額１,３７４万２,０００円でございまし

て、主なものにつきましては、例年５月末に予定しております花いっぱい運動等の経費といたしまして、

右側のページでございます、８節報償費で８７万５,０００円、１１節需用費で花いっぱいの花苗代

等１８０万円を予定してございます。１９節負担金、補助及び交付金１,０３８万２,０００円でござい

ますが、これは負担金でございまして、芳賀地区広域行政組合斎場負担金といたしまして４３６

万２,０００円、地球温暖化対策といたしまして、住宅用太陽光システム設置補助に６００万円を計上

してございます。９目霊園費でございます。本年度予算額１４２万８,０００円で、主なものは１３節

委託料１２９万９,０００円でございます。霊園の除草管理や植樹管理等でございます。 

 次のページ、６８、６９ページをお開き願います。 

 第２項の清掃総務費でございます。１目清掃総務費でございますが、予算額３,１８９万６,０００円

で、これは主に人件費でございます。その中で１３節委託料５万４,０００円と、１４節の使用料及び

賃借料１３万円につきましては、スマートフォンを活用しごみの収集日等が確認できるアプリを導入す

る経費でございます。次の２目じん芥処理費でございますが、本年度予算額２億８,４７０万７,０００

円についてですが、主なものは、右のページ、８節報償費の５４０万円、これは育成会等が廃品回収し

た場合に奨励金を差し上げている資源再利用運動推進でございます。１３節委託料ですが、６,５８５

万９,０００円。主なものにつきましては、可燃ごみ収集に２,６９８万円、ペットボトル等の資源物収

集に４２７万円、びん缶等不燃物収集に２,０９９万円を計上してございます。１９節負担金、補助及

び交付金２億６３７万円は、クリーンパーク茂原廃棄物処理費といたしまして９,０３３万１,０００円、

焼却ごみ、不燃ごみ、プラスチック等の中間処理及び最終処分に要する経費でございます。小山広域保

健衛生組合に１億１,４００万４,０００円を計上いたしまして、事業といたしましては、し尿処理のた
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めの経費でございます。 

 次のページ、７０ページ、７１ページをお開き願います。 

 第３項公害対策費、１目公害総務費、これも主に人件費でございますので省略させていただきますが、

その下の２目公害対策費で、予算額２１７万３,０００円。主なものは、１３節委託料２０８

万５,０００円で、町内の河川、工場排水、臭気等、公害環境調査の検査委託料でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、第５款労働費、第１項労働諸費、１目労働費、本年度予

算額１１万３,０００円でございますが、労働行政に係る経費として所要の負担金を計上しているもの

でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長【石戸 実君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項１目農業委員会費、

予算額３,２４６万５,０００円。主なものとしましては、１節報酬５５６万５,０００円は、農業委

員１８人分の報酬でございます。 

 次のページをお開き願います。８節から１９節までは農業委員会の運営経費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、２目農業総務費、本年度予算額６,６３４万７,０００円

でございますが、人件費以外の主なものは、１９節負担金、補助及び交付金の５７万１,０００円で、

各種協議会などへの負担金を計上したものでございます。 

 ７４、７５ページをお開き願います。 

 続きまして、３目農業振興費、本年度予算額４,７９１万８,０００円でございますが、主なもの

は、１９節負担金、補助及び交付金の４,２０１万円で、農家や農業団体などの農業経営の安定や向上

などを図るための取り組みを支援するための所要の経費として計上したものでございます。続きまし

て、４目畜産業費、本年度予算額８３万４,０００円でございますが、主なものといたしまして

は、７６、７７ページをお開き願います。１９節負担金、補助及び交付金の８２万９,０００円で、畜

産経営の安定や向上への取り組みを支援するための所要の経費を計上したものでございます。続きまし

て、５目農地費、本年度予算額３億１,９８１万９,０００円でございますが、主なものは、１３節委託

料の２,３２９万６,０００円で、施設管理の１,０２８万６,０００円は、磯川緑地公園と水環境神主公

園の管理に要する経費を計上したものでございまして、調査測量設計の１,３００万円は、川中子地内

の取水施設の整備に伴う調査測量のための経費を計上したものでございます。また、１９節負担金、補

助及び交付金の３,３３９万３,０００円は、各種協議会などへの負担金や土地改良事業に対する負担金

や補助金となっているものでございます。続きまして、６目改善センター費、本年度予算額１,１１６

万３,０００円でございますが、主なものは、１３節委託料の８８１万１,０００円で、指定管理費

の５９０万円は改善センターと加工所の指定管理費となっているものでございます。また、施設管理
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の２９１万１,０００円は、改善センターの電気設備などの保守点検や庭園管理業務などの委託に要す

る経費を計上したものでございます。続きまして、３目農業再生対策推進費、本年度予算額２,０２０

万２,０００円は、農業再生協議会の補助金となっているものでございます。 

 ７８、７９ページをお開き願います。 

 続きまして、第７款商工費、第１項商工費、１目商工総務費、本年度予算額１,４１４万８,０００円

でございますが、主には商工行政に係る職員の人件費となっているものでございます。続きまして、２

目商工振興費、本年度予算額５,６７５万円でございますが、主には１３節委託料の６１７万４,０００

円で、景観スポット整備事業に係る所要の経費となっているものでございます。また、１９節負担金、

補助及び交付金の４,９６６万２,０００円は、各種協議会などへの負担金及び商工業や観光振興のため

の所要の経費を計上したものでございます。 

 なお、補助金の一番下、空き容器回収システム整備事業につきましては新規の事業となっているもの

でございまして、サービスポイント会が空き缶回収のための自動回収機を設置することに対しての補助

金として１４９万円を計上したものでございます。続きまして、３目消費者保護費、本年度予算

額２９３万３,０００円でございますが、主なものは１節報酬の２２０万８,０００円で、消費生活相談

員の報酬を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 続きまして、次ページ、８１ページをお開き願います。 

 第８款土木費についてご説明申し上げます。まず、第１項土木管理費、１目土木総務費は、本年度予

算額９,２５９万円で、主に人件費及び事務的な経常経費を計上しております。 

 続きまして、次ページ、８２、８３ページをお開き願います。 

 ２目地籍調査費は、本年度予算額５,５５４万８,０００円で、主なものは、１３節委託料

の５,１８５万円で、調査２年目の地区としまして、鞘堂１地区、西汗２地区、三村２地区の地籍図及

び地籍簿の作成と、本年度新規地区としまして西汗３地区、上神主１地区、五分一２地区、下蒲生１地

区の１筆地調査を行うものでございます。次に２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費は、本年度予算

額１,３６１万３,０００円で、主なものは１３節委託料の９１３万１,０００円で、道路台帳補正業務

として７６９万円を計上しております。次に、２目道路維持費は、本年度予算額１億９９１

万５,０００円で、主なものは、１３節委託料の３,５２７万円で、道路の除草業務委託としまし

て２,８００万円と、１５節工事請負費の６,９００万円で、町道１－１３号線ほか４路線の舗装復旧工

事と町道４－２１１号線の側溝整備工事を行うものでございます。 

 続きまして、次ページ、８４、８５ページをお開き願います。 

 ３目道路新設改良費は、本年度予算額１億６,０８３万４,０００円で、主なものは、１５節工事請負

費の１億２,３００万円で、主な工事としましては、幹線道路の町道１－０４号線、並びに町道１

－１２号線の道路改良工事と、生活道路の舗装新設工事を行うものでございます。次に、４目橋梁維持

費は、本年度予算額６６０万円で、橋梁長寿命化計画に基づきまして、江川にかかる三本木橋の橋梁修

繕工事を行うものでございます。次に、５目交通安全施設費は、本年度予算額４５０万円で、主に通行
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者の安全確保を図るため、町内の防護柵並びに区画線の設置工事を行うものでございます。続きまし

て、３項河川費、１目河川総務費は、本年度予算額６,１２９万円で、主なものは、１５節工事請負費

の５,７００万円で、江川の排水樋門整備工事、並びに赤沢川の護岸整備工事を行うものでございます。

次に４項都市計画費、１目都市計画総務費は、本年度予算額５億７,３３６万９,０００円で、主なもの

は、次ページ、８６、８７ページをお開き願います。 

 １５節工事請負費の３,０１０万円と、１７節公有財産購入費の１,３１０万円、２２節補償、補填及

び賠償金の１,４００万円で、富士山地区市街地整備事業の道路整備に係る費用を計上してございます。

次に、２目公園管理費は、本年度予算額８,４２６万７,０００円で、主なものは１３節委託料

の７,０３９万５,０００円で、主に都市公園３７公園と、その他公園の施設管理費を計上するものでご

ざいます。次に、３目街路事業費は、本年度予算額１８３万９,０００円で、主なものは１１節需用費

の１２１万２,０００円で、主に上三川通りの街路灯の電気料、並びに修繕料を計上するものでござい

ます。 

 続きまして、次ページ、８８、８９ページをお開き願いたいと思います。 

 続きまして、５項住宅費、１目住宅管理費は、本年度予算額１,２２８万４,０００円で、主なもの

は１１節需用費の２５９万８,０００円で、町営住宅１１６戸の管理修繕費を計上するものでございま

す。 

 以上でございます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、休憩とします。 

 なお、再開は、同僚議員の告別式のため午後２時といたします。 

午前１０時５３分 休憩 

 

午後２時００分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復し会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 ８８ページ、８９ページの消防費から説明させていただきます。 

 ９款消防費、第１項消防費、１目常備消防費、本年度予算額４億１,２８０万６,０００円は、１９節

負担金、補助及び交付金で、石橋地区消防組合に対する負担金でございます。次に、２目非常備消防費、

本年度予算額３,７２０万４,０００円の主なものは、１節報酬の２,３６９万３,０００円、これは消防

団員の報酬及び団員の出場手当でございます。１８節備品購入費４２０万７,０００円は、団員の安全

靴及び新入団員の制服、活動服等の購入費でございます。 

 次のページ、９０ページ、９１ページをごらんいただきたいと思います。 

 ３目消防施設費、本年度予算額５,６７９万２,０００円の主なものは、１５節工事請負費３９４

万２,０００円、消防詰所の維持改修費用で、第１分団第３部、第２分団第２部、第３分団第３部での

改修工事を予定しております。１７節公有財産購入費１,２００万円は、第１分団第４部の詰所用地購
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入費を予定しております。１８節備品購入費１,９２４万４,０００円は、第１分団第３部のポンプ車購

入費用でございます。次の４目水防費３２万１,０００円につきましては、水防活動に要する経常的な

経費でございます。５目災害対策費１億２,２００万９,０００円の主なものは、次のページ、９２ペー

ジ、９３ページをごらんいただきたいと思います。１５節工事請負費１億１,４８２万円は、町の防災

無線整備に係る移動系無線の整備費用でございます。 

 以上で消防費を終わります。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 続きまして、第１０款教育費、第１項教育総務費、１目教育委員会費

でございます。本年度予算額は１５２万８,０００円でございます。教育委員４名分の報酬等を計上し

たものでございます。次の２目の事務局費でございますが、１億５９万円でございます。この経費につ

きましては、事務局職員の人件費と経常経費を計上したものでございます。 

 次のページの９４ページ、９５ページをお開きいただきたいと思います。 

 ３目教育研究所費でございます。本年度２,６６７万４,０００円でございます。この費用につきまし

ては、学校教育の内容、方法等の改善に関する調査研究経費等でございます。主なものにつきまして

は１３節の委託料でございますが、９５１万円、そのうち中学生の海外派遣事業として９２３万

円、２５名分を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、４目幼稚園費、本年度予算額９,４２６万９,０００円。主な

ものとしては、次ページの９６、９７ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金９,４２２万３,０００円のうち、幼稚園就園奨励費８,２６２

万１,０００円は６５４人分を見込んでおります。第３子以降子育て支援１,０６２万２,０００円は、

平成２８年度から県補助事業となりまして７３人分を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 続きまして、５目の教育支援費でございます。本年度６万５,０００

円を計上しております。この費用につきましては、教育支援委員３人分、専門医師２名、学識委員が１

名分の報酬が主なものでございます。次に、第２項小学校費、１目学校管理費でございますが、この費

用につきましては、小学校７校分の学校環境の整備費及び教育指導委員等の費用を計上しているもので

ございます。特に比較で申し上げますと、７億１,４４２万１,０００円という比較で行きますと増額を

しておりますが、主なものにつきましては、上三川小学校の屋内運動場新築工事費等の増額分でござい

ます。主なものについてご説明申し上げますと、１３節の委託料でございますが、施設設備管理費につ

きましては、警備委託等７校分、２３項目についての委託料でございます。 

 次のページをお開き願いたいと思います。９８、９９ページでございます。 

 １５節の工事請負費で、７億２,１８０万円でございます。この内容につきましては、上三川小学校

の屋内運動場新築工事及び明治小学校のプール塗装工事、さらには明治小学校、坂上小学校の防犯カメ
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ラの設置工事費でございます。次に２目の教育振興費でございます。この費用につきましては、教育支

援体制の充実のための経費を計上したものでございます。主なものといたしましては、１４節の使用料

及び賃借料でございますが、３,１３８万１,０００円でございます。そのうち、機器借上料につきまし

ては７校分のノート型パソコンのリース料１３７台分でございます。さらに車両借上の２４７

万１,０００円につきましては、各種行事大会、宿泊学習等のバスの借上料でございます。さらに２０

節の扶助費でございますが、７４３万４,０００円でございます。これにつきましては、特別支援教育

就学奨励費２３人分、さらには宿泊学習参加費１６人分、要保護・準要保護の児童援助費１９７人分を

計上したものでございます。次に、第３項中学校費でございます。１目学校管理費につきましては、中

学校３校の学校環境の整備費等を計上しているものでございます。 

 次のページに移らせていただきます。主なものにつきましては、１３節の委託料１,７６８

万４,０００円でございますが、小学校同様、３校の施設設備管理費、及び工事設計等につきましては、

上三川中学校、さらには明治中学校、本郷中学校の防犯カメラ設置に対します工事設計費でございま

す。１５節の工事請負費につきましては、先ほどの１３節委託料の工事設計同様、上三川中学校のプー

ル改修、さらには本郷中学校と明治中学校の防犯カメラ設置工事費でございます。次に２目の教育振興

費でございますが、この費用につきましては、教育支援のための経費を計上したものでございます。主

なものといたしましては、１４節の使用料及び賃借料で機器借上料、これは小学校３校分のノートパソ

コン４３台分、さらには車両借上につきましては、教育キャンプ等のバスの借上料でございます。 

 次のページに移らせていただきます。 

 ２０節の扶助費でございますが、７９３万７,０００円でございます。特別支援教育就学奨励費につ

きましては４１人分、さらには宿泊学習等参加費が４２名分、要保護・準要保護生徒援助費について

は１４６人分を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【瓦井治男君】 続きまして、第４項社会教育費につきましてご説明いたします。１目

社会教育総務費、本年度予算額８,１４６万１,０００円でございます。主なものは、１３節委託

料９２５万９,０００円で、本郷小学校地区、本郷北小学校地区、明治小学校地区、明治南小学校地区、

坂上小学校地区の５カ所で開所しております放課後子ども教室事業でございます。 

 次に、１０４ページ、１０５ページをお開きください。 

 ２目公民館費、本年度予算額２,１８８万３,０００円でございます。主なものは、８節報償費３９６

万円で、公民館の子育て講座等の各種講座や公民館フェスティバルの講師謝礼として３８０万円でござ

います。次に３目図書館費、本年度予算額６,２７７万８,０００円でございます。主なものは、１３節

委託料６,０１７万５,０００円で、図書館指定管理料として５,７５６万４,０００円、図書館エレベー

ター改修工事に伴う設計委託として１７３万９,０００円でございます。 

 次のページ、１０６ページ、１７ページをお開きください。 

 ４目文化財保護費、本年度予算額１,０３４万７,０００円でございます。主なものは、１３節委託

料６２０万４,０００円で、文化財説明板の製作として、善応寺の横田家累代の墓、長泉寺のコウヤマ
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キ、多功宝光院の薬師如来坐像と板碑の３カ所分として１８３万３,０００円、かぶと塚古墳石室の管

理用地物件調査費として１１０万２,０００円でございます。次に、５目文化振興費、本年度予算

額３４４万３,０００円でございます。主なものは、１９節負担金、補助及び交付金２４３万８,０００

円で、小学校を対象とした移動音楽教室事業として４３万８,０００円、中学生を対象とした巡回公演

事業として３０万円でございます。 

 次のページ、１０８ページ、１０９ページをお開きください。 

 ６目集会所費、本年度予算額３２０万５,０００円でございます。主なものは１３節委託料６０

万５,０００円で、東館南集会所の夜間警備、定期清掃、設備点検保守として５６万３,０００円でござ

います。続いて、５目保健体育費についてご説明いたします。１目保健体育総務費、本年度予算

額９２８万２,０００円でございます。主なものは、１９節負担金、補助及び交付金７４８万円で、日

産しらさぎ駅伝競走大会事業として１３０万円、日産しらさぎマラソン大会事業として３２９万円の補

助金でございます。次に、２目体育振興費、本年度予算額６２６万９,０００円でございます。主なも

のは８節報償費２５１万４,０００円で、町民スポーツレクリエーション祭等の基本品として１０７

万２,０００円でございます。 

 次のページ、１１０ページ、１１１ページをお開きください。 

 ３目体育施設管理費、本年度予算額１,７１７万７,０００円でございます。主なものは、１３節委託

料１,５１８万５,０００円で、体育センターの指定管理料でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 ４目の給食センター費でございます。本年度予算額につきましては１

億８,１４９万３,０００円でございます。主なものにつきましては、次のページ、１１２ペー

ジ、１１３ページをお開きいただきたいと思います。 

 １３節の委託料でございますが、１億１,８８１万５,０００円でございます。そのうち学校給食米飯

につきましては３,０８０人分、さらには、給食センター調理等業務につきましては、調理、配送、配

膳業務、この３つの業務委託費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、第１１款災害復旧費、第１項民生施設災害復旧費、１目民生

施設災害復旧費、本年度予算額１,０００円ですが、こちらは科目存置でございます。第２項農林水産

業施設災害復旧費、１目農地災害復旧費１,０００円、さらに、第３項土木施設災害復旧費、１目河川

災害復旧費１,０００円につきましては、それぞれ科目存置でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 第１２款第１項公債費、１目元金７億９８８万９,０００円、これにつき

ましては地方債元金の償還金でございます。２目利子７,６２９万８,０００円、こちらにつきましては、

地方債利子の償還金を計上するものでございます。 



57 

 第１３款諸支出金、第１項普通財産取得費、１目土地購入費、こちらにつきましては科目存置でござ

います。 

 ページをめくっていただきまして、１１４、１１５ページをお開き願います。 

 第１４款第１項１目予備費１,０００万円。予備費につきましては、予算に計上していない軽微なも

のや、年度途中で所要の経費に不足が生じた場合に充当するものでございます。 

 それでは、８ページにお戻りいただきたいと思います。 

 第２表は債務負担行為でございます。高齢者福祉施設整備事業、こちらにつきましては、地域密着型

特別養護老人ホーム整備に係る債務負担行為でございます。平成２８年度において事業所の募集を実施

することから、期間を平成２８年度から平成２９年度まで、限度額を１億４,３４０万円と定めるもの

でございます。 

 次に大山保育所整備事業、こちらにつきましては平成３０年４月に民営化に移行することから、大山

保育所整備に係る債務負担行為で、期間を平成２８年度から平成３０年度まで、限度額を２

億１,１１０万円と定めるものでございます。 

 次に、ペットボトル収集運搬業務委託事業、これにつきましては、平成２８年度末で収集運搬契約の

期間が終了することから、収集運搬業者の選定のため債務負担行為を定めるもので、期間を平成２８年

度から平成２９年度まで、限度額を７８９万７,０００円、こちらに定めるものでございます。 

 次に、平成２８年度農業近代化資金利子補給（担い手育成資金）、こちらの項目から一番下の平

成２８年度農業経営基盤強化資金利子補給（スーパーＬ資金）、こちらまでにつきましては利子補給事

業でございます。こちらの利子補給事業について、記載のとおり、償還期限の期間、融資借入限度額に

対する利率、及び利子補給の限度額をそれぞれ定めるものでございます。 

 ９ページをごらんいただきたいと思います。 

 第３表は地方債を定めるものでございます。地方債につきましては、歳入予算の第２０款町債におい

て内容の説明をさせていただいております。それらにつきまして、地方自治法施行規則に規定されてい

る様式に基づき起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を表に定めたものでございます。 

 以上で平成２８年度一般会計予算の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【海老原俊輔君】 それでは、１３１ページをお開き願います。議案第３１号「平成２８年

度上三川町国民健康保険事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 １３８ページ、１３９ページをお開きください。 

 ２の歳入について、主なものをご説明いたします。 

 第１款第１項保険税、１目一般被保険者保険税、予算額７億６,６１０万２,０００円、対前年

比９.５％の減でございます。減額の理由につきましては、税率の改定によるものでございます。現年

課税分としまして、１節医療給付費分４億９,０４１万円、２節後期高齢者支援金分１億４,２０２万

円、３節介護納付金分５,６６７万２,０００円を計上するものでございます。２目退職被保険者等保険

税、予算額４,８９９万５,０００円。こちらも税率の改定により対前年比９.６％の減となっておりま

す。内容としまして、現年課税分としまして、１節医療給付費分２,９６６万７,０００円、２節後期高
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齢者支援金分８５５万６,０００円、３節介護納付金分８３７万２,０００円を計上するものでございま

す。 

 次のページ、１４０ページ、１４１ページをお開き願います。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金、予算額５億８,１３４万７,０００

円につきましては、一般被保険者の医療給付費、後期高齢者支援金、介護納付金を対象としたものでご

ざいます。 

 第２項国庫補助金、１目財政調整交付金、予算額１億４９０万５,０００円につきましては、主に１

節普通調整交付金１億４９０万４,０００円で、医療給付費等の費用に対しまして、保険者間の医療費

や所得格差等を全国レベルで調整し交付されるものでございます。 

 第５款第１項１目療養給付費交付金、予算額１億１,２１８万７,０００円につきましては、退職被保

険者に係る医療給付費に対する支払基金からの交付金を見込むものでございます。 

 第６款第１項１目前期高齢者交付金、予算額７億２,７６５万６,０００円につきましては、６５歳か

ら７４歳までの前期高齢者の保険者間の人数の不均衡を調整するため、支払基金から交付される交付金

を見込むものでございます。 

 第７款県支出金、第１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金、予算額１,７５７万１,０００円

につきましては、町が負担する高額医療共同事業拠出金の４分の１の額が県から交付されるものでござ

います。２目特定健康診査等負担金、予算額３５６万２,０００円につきましては、特定健康診査に係

る費用の補助基準額の３分の１を計上するものでございます。第２項県補助金、１目財政調整交付金、

予算額１億４,２６４万１,０００円につきましては、医療給付費等の費用に対し、保険者間の医療費や

所得格差等を県レベルで調整し交付されるものでございます。 

 第８款第１項１目共同事業交付金、予算額６,５８１万４,０００円につきましては、国保財政の安定

を図るため、１件当たりの医療費が８０万を超える部分の５９％を、国民健康保険団体連合会から交付

される額を見込むものでございます。２目保険財政共同安定化事業交付金、予算額７億６,０００万円

につきましては、国保財政の安定化を図るため１件当たりの医療費が８０万円未満の部分について医療

給付費の５９％を、国民健康保険団体連合会から交付される額を見込むものでございます。 

 次のページ、１４２ページ、１４３ページをお開きください。 

 第１０款、第１項繰入金、１目基金繰入金、予算額７,０００万円につきましては、歳出に対する歳

入予算の不足分を基金から繰り入れるものでございます。２目一般会計繰入金、予算額２億３,１８７

万９,０００円につきましては、１節保険基盤安定繰入金の１億５,８４７万４,０００円、２節の職員

給与費等繰入金５,５６０万４,０００円、３節出産育児一時金等の繰入金１,１２０万円等でございま

す。 

 以上で歳入についての説明を終わります。 

 続きまして、１４６、１４７ページをお開きください。 

 ３の歳出について主なものをご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額４９３万８,０００円、主な支出につき

ましては、人件費及び事務費等でございます。第２項徴税費、１目賦課徴収費、予算額５２２
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万２,０００円につきましては、国保税賦課徴収に係る事務経費でございます。 

 次のページ、１４８、１４９ページをお開きください。 

 第２款保険給付費、第１項療養諸費につきましては、被保険者の療養給付費等に係る予算でございま

す。１目一般被保険者療養給付費から５目審査支払手数料までの合計の予算額は、下の計の欄をごらん

いただきますが、昨年と比較しまして４.３％増になります１９億４,００５万５,０００円を見込むも

のでございます。第２項高額療養諸費につきましては、被保険者の高額療養費に係る予算で、１目一般

被保険者高額療養費から４目の退職被保険者等高額介護合算療養費までの合計の予算額、下の計の欄を

ごらんいただきますが、昨年と比較しまして１４.８％増の２億５,３４７万１,０００円を見込むもの

でございます。 

 次のページ、１５０、１５１ページをお開き願います。 

 第４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、予算額１,６８０万円は、出産一時金１件４２万円

で４０件分を見込むものでございます。第５項葬祭費、１目葬祭費、予算額２５０万円につきましては、

葬祭費１件５万円で５０件分を計上するものでございます。 

 第４款第１項１目介護納付金、予算額１億９,７９７万１,０００円につきましては、介護保険事業へ

拠出する第２号被保険者分の納付金でございます。 

 第５款第１項共同事業拠出金につきましては、国保財政の不安定を緩和するため交付される共同事業

交付金の財源として国保連合会へ拠出するもので、予算額は合計で７億９,２３９万８,０００円を計上

するものでございます。 

 次のページ、１５２ページ、１５３ページをお開きください。 

 第６款第１項保健事業費、１目保健衛生普及費、予算額５１５万８,０００円。主なものにつきまし

ては、１９節負担金、補助及び交付金の４３５万円で、こちらは人間ドック１５０人分を見込むもので

ございます。 

 次のページ、１５４ページ、１５５ページをお開き願います。 

 第９款第１項１目特定健康診査等費、予算額１,３８６万５,０００円。主なものにつきまして

は、１３節委託料の１,１４７万４,０００円で、特定健康診査２,６２３人、及び特定保健指導１７０

人分の健診等に係る委託料でございます。 

 第１０款、第１項１目後期高齢者支援金等、予算額４億１,１９８万５,０００円。こちらは後期高齢

者医療費に係る支援金として４億１,１９５万円、事務費繰出金として３万５,０００円を計上するもの

でございます。 

 以上で、平成２８年度上三川町国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、１６３ページをお開きください。 

 議案第３２号「平成２８年度上三川町介護保険事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 １７０ページ、１７１ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものをご説明いたします。 

 第１款保険料、第１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、予算額４億１,５５８万６,０００円。

主なものとしまして、１節の現年度分特別徴収保険料３億７,７５９万４,０００円。２節の普通徴収保
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険料３,６３３万２,０００円でございます。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額３億１,６１６万９,０００円

につきましては、介護給付費に対する国庫負担金で居宅給付費の２０％、及び施設等給付費の１５％を

計上するものでございます。第２項国庫補助金、１目調整交付金、予算額６,６２５万６,０００円につ

きましては、介護給付費の３.７６％を計上するものでございます。２目地域支援介護予防事業交付金、

予算額１,０８０万２,０００円につきましては、対象事業費の２５％を計上しております。３目地域支

援包括的支援事業等交付金１,８４５万４,０００円につきましては、対象事業費の３９％を計上するも

のでございます。 

 第５款第１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額４億９,３３９万８,０００円につきま

しては、介護給付費の２８％を計上するものでございます。 

 次のページ、１６８、１６９ページをお開き願います。 

 第６款県支出金、第１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額２億５,６５２万６,０００円につ

きましては、介護給付費に対する県負担金で、居宅給付費の１２.５％、及び施設等給付費の１７.５％

を計上するものでございます。第２項県補助金、１目地域支援介護予防事業交付金、予算額５４０

万１,０００円につきましては、介護予防日常生活支援総合事業費の１２.５％を計上し、２目地域支援

包括的支援事業等交付金９２２万７,０００円につきましては、包括的支援事業等費の１９.５％を計上

するものでございます。 

 第８款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、予算額２億２,０２６万７,０００円

につきましては、介護給付費総額の１２.５％を計上するものでございます。５目その他一般会計繰入

金、予算額８,１５６万１,０００円につきましては、１節職員給与費等繰入金３,４７８万１,０００

円、２節事務費繰入金が３,２５９万９,０００円、３節その他事業繰入金として１,４１８万１,０００

円を計上するものでございます。第２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金１,１１５

万２,０００円につきましては、介護給付事業へ準備基金から繰り入れを行うものでございます。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 次に、１７６ページ、１７７ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものをご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額４,３３８万５,０００円につきましては、

人件費及び事務費等でございます。また、本年度は第７期高齢者支援計画・介護保険計画の策定初年度

ということで、１３節委託料に２２７万９,０００円の計画策定の費用を計上しております。第２項徴

収費、１目賦課徴収費、予算額１７３万６,０００円につきましては、介護保険料の賦課徴収に係る経

費でございます。第３項１目介護認定審査会、予算額５７０万円につきましては、主に介護認定審査会

委員２６人分の報酬等でございます。２目認定調査等費、予算額１,５３１万１,０００円につきまして、

主なものについてご説明いたします。こちらにつきましては、介護認定調査員４人分の報酬等でござい

ます。 

 次のページ、１７８、１７９ページをお開き願います。 

 第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、下の計の欄をごらんいただきたいと思います。予算
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額の計１６億３,４６８万３,０００円につきましては、要介護１から要介護５の方への介護サービスに

係る経費を計上しております。第２項介護予防サービス等諸費につきましては、次の１８０ペー

ジ、１８１ページをお開き願います。 

 下の計の欄をごらん願います。合計予算額２,６５５万円につきましては、こちらは要支援１及び要

支援２の方への介護予防サービスに係る経費を計上しております。第３項その他諸費、審査支払手数料、

予算額１６３万８,０００円につきましては、介護保険サービス事業者が請求する給付費について国保

連合会で審査する審査手数料でございます。第４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、

予算額２,９９２万８,０００円につきましては、介護保険サービスの個人負担分が限度額を超えた場合

に給付する経費でございます。第５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス

費、予算額３６３万円につきましては、世帯内で医療と介護の両制度において自己負担の合計が一定の

限度額を超えた場合に支給するものでございます。 

 次のページ、１８２ページ、１８３ページをお開き願います。 

 第６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、予算額６,５４５万７,０００

円につきましては、低所得入所者の負担軽減措置に対する経費でございます。 

 第３款地域支援事業費、第１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス事業、予算額３,８２９万５,０００円の主なものにつきましては、１９節負担金３,３７９

万４,０００円で、訪問介護、通所介護等のサービスに係る経費でございます。２目一般介護予防事

業７６８万４,０００円、こちらにつきましては、主なものとして、１３節委託料の介護予防事業に係

る経費でございます。第２項包括的支援事業費、予算額５,８７２万６,０００円。主なものとしまし

て、１３節委託料４,１０８万９,０００円、こちらは在宅介護支援センター３カ所への事業委託

料９２６万１,０００円、及び地域包括支援センターへの各種地域包括事業委託費等でございます。 

 次のページ、１８４ページ、１８５ページをお開き願います。 

 １９節の負担金、補助及び交付金１,１２５万円につきましては、寝たきり高齢者等の介護手当交付

金でございます。 

 歳出については以上でございます。 

 １６６ページに戻っていただきたいと思います。 

 第２表の債務負担行為でございます。先ほどの説明の中にありましたが、第７期高齢者支援計画・介

護保険事業計画策定につきまして、平成２９年度の支出限度額を３４６万５,０００円とするものでご

ざいます。 

 以上で、平成２８年度上三川町介護保険事業特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、１９５ページをお開き願います。議案第３３号「平成２８年度上三川町後期高齢者医療

特別会計予算」についてご説明いたします。 

 ２０２ページ、２０３ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものについてご説明いたします。 

 第１款第１項１目保険料、予算額１億６,５３４万４,０００円。主なものとしまして、現年度分特別

徴収保険料１億８３６万２,０００円。２節現年度分の普通徴収保険料５,６３２万２,０００円でござ
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います。 

 第３款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金、予算額１,５１７万７,０００円につきま

しては、事務費並びに賦課徴収等に係る経費について一般会計から繰り入れを行うものでございま

す。２目保険基盤安定繰入金、予算額５,２２０万９,０００円につきましては、低所得者に対する保険

料の軽減分を繰り入れるものでございます。 

 歳入については以上で説明を終わります。 

 ２０４ページ、２０５ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものをご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額１,３９３万５,０００円につきましては、

人件費、並びに事務費等でございます。第２項徴収費、１目賦課徴収費、予算額１５２万２,０００円

につきましては、賦課徴収に係る事務経費等でございます。 

 第２款第１項１目後期高齢者広域連合納付金、予算額２億１,８０２万７,０００円につきましては、

保険料並びに保険基盤安定繰入金の合計を納付額として計上したものでございます。 

 以上で、平成２８年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、議案第３４号「平成２８年度上三川町公共下水道事業特

別会計予算」についてご説明いたします。 

 予算書の２２２、２２３ページをお開きください。 

 歳入でございます。主な歳入についてご説明いたします。 

 第１款分担金及び負担金、第１項１目下水道事業負担金、本年度予算額２,１９６万７,０００円につ

きましては、主に１節の受益者負担金で、現年度並びに過年度賦課分、合わせて１１７件を見込むもの

でございます。 

 次に、第２款使用料及び手数料、第１項１目下水道使用料、本年度予算額２億９,２８０万円につき

ましては、接続件数約７,８００件の使用料を見込むものでございます。 

 次に、第３款国庫支出金、第１項１目公共下水道補助金、予算額１億２,６０４万円につきましては、

下水道整備に伴う社会資本整備総合交付金でございます。 

 次に、第４款繰入金、第１項１目一般会計繰入金、本年度予算額４億８,６０９万５,０００円につき

ましては、歳出予算の財源不足を補填するための一般会計からの繰入金でございます。 

 次のページ、２２４、２２５ページをお開きください。 

 第７款町債、第１項１目公共下水道事業債、本年度予算額４,９９０万円、並びに２目流域下水道事

業債、本年度予算額７２０万円、並びに３目特定環境保全公共下水道事業債、本年度予算額１

億８,３００万円につきましては、いずれも起債対象事業に対する起債額を計上するものでございます。 

 続きまして、歳出のほうに移りたいと思います。 

 予算書の２２６、２２７ページをお開きください。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、予算額５,７４０万４,０００円につきましては、主に１３節

委託料２,４５４万４,０００円につきましては、下水道使用料徴収事務の水道事業会計の委託料、及び
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公共下水道事業会計の公営企業法適用に伴う資産調査業務委託でございます。 

 次に、第２款公共下水道費、第１項１目管渠管理費、本年度予算額３,２８０万５,０００円につきま

しては、主に１３節委託料１,８４２万２,０００円につきましては、平成２７年度に整備した区間の下

水道台帳整備、雨水調整池などの雨水施設管理、またマンホールポンプの保守点検などの汚水施設管理

費でございます。 

 次のページ、２２８、２２９ページをお開きください。 

 ２目公共下水道費、本年度予算額１億２,４５１万円につきましては、主に１５節工事請負

費６,０５１万円は、富士山地区、上梁地区、上蒲生地区の管路布設工事、及び路面復旧工事費でござ

います。次に３目特定環境保全公共下水道費、本年度予算額３億１５０万円につきましては、主に１３

節委託料の３,０００万円、１５節工事請負費の２億３,２５０万円につきましては、石田地区の設計並

びに管路布設工事費等でございます。 

 次に、第３款流域下水道費、第１項１目流域下水道費、予算額１億４,１８２万７,０００円につきま

しては、主に１９節負担金、補助及び交付金で、主に流域下水道中央処理区への維持管理費として１

億３,３５５万８,０００円の負担金等でございます。 

 次に、第４款公債費、第１項１目元金、予算額３億９,４８６万２,０００円につきましては、地方債

元金の償還金でございます。 

 次に、第５款２目利子、予算額１億１,７３７万２,０００円につきましては、地方債利子の償還金で

ございます。 

 次のページ、２３０、２３１ページをお開きください。 

 第５款予備費につきましては、１７２万円を計上するものでございます。 

 続きまして、ページを戻りまして２１８ページをお開きください。 

 第２表の債務負担行為でございますが、平成２８年度水洗便所改造資金利子補給について定めるもの

でございます。期間を平成２９年度から平成３１年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借

入金額に対して年利３.５％、２２万５,０００円と定めるものでございます。 

 次に、下の第３表地方債でございますが、起債の目的は、１、公共下水道事業として限度

額４,９９０万円、２、流域下水道事業として限度額７２０万円、３、特定環境保全公共下水道事業と

して限度額１億８,３００万円、計２億４,０１０万円を定めるものでございます。起債の方法、利率、

償還の方法につきましては一般会計と同様でございます。 

 以上で公共下水道事業特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、議案第３５号「平成２８年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算」についてご説明

いたします。 

 予算書の２４８、２４９ページをお開きください。 

 歳入でございます。主な歳入についてご説明いたします。 

 第１款分担金及び負担金、第１項１目農業集落排水事業分担金、予算額１２６万円につきましては、

分家住宅等の新規加入分と過年度賦課分を見込み計上をいたしました。 

 第２款使用料及び手数料、第１項１目農業集落排水使用料、予算額５,０５０万円につきましては、
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使用者１,３０８世帯分の使用料を見込み計上いたしました。 

 次に、第３款繰入金、第１項１目一般会計繰入金、本年度予算額２億６,２０６万７,０００円につき

ましては、歳出予算の財源不足を補填するため一般会計から見込むものでございます。 

 続きまして、歳出のほうに移りたいと思います。２５０、２５１ページをお開きください。 

 第１款農業集落排水事業、第１項１目一般管理費、予算額２,２５３万７,０００円。主な内容につき

ましては、２７節公課費８００万円につきましては、消費税の支払額でございます。次に、第２項１目

施設管理費、本年度予算額６,９７３万３,０００円につきましては、１１節需用費の中の光熱水

費２,６１１万３,０００円、１２節役務費２,０９７万１,０００円、並びに１３節委託料１,８５２

万８,０００円につきましては、４つの処理場に係る経費でございます。次に、第３項３目農業集落排

水事業建設事業費、本年度予算額１,７００万円につきましては、１５節工事請負費として南部地区の

路面復旧工事、並びに農業集落排水区域内の管渠整備工事でございます。 

 次に、第２款公債費、第１項１目元金、予算額１億４,２８５万８,０００円につきましては、地方債

元金の償還金でございます。 

 次のページ、２５２、２５３ページをお開きください。 

 ２目利子でございます。予算額６,３００万６,０００円につきましては、地方債利子の償還金でござ

います。 

 第３款予備費につきましては、８６万６,０００円を計上するものでございます。 

 続きまして、ページを戻りまして、２４４ページをお開きください。 

 第２表債務負担行為についてご説明いたします。 

 平成２８年度水洗便所改造資金利子補給について定めるものでございます。期間を平成２９年度から

平成３１年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借り入れに対して年利３.５％、２２

万５,０００円と定めるものでございます。 

 以上で、農業集落排水事業特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、議案第３６号「平成２８年度上三川町水道事業会計予算」についてご説明いたします。 

 予算書の２６３ページをお開きください。 

 第２条、業務の予定量でございますが、給水人口２万７,５００人、年間総給水量３０７万３,０００

立方メートル、１日平均給水量８,４１９立方メートル、主な建設改良事業として排水管布設工事１

億４,２００万円を予定するものでございます。 

 次に、第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、これは同年度の営業活動に伴い発生す

ると予想される全ての収益、全ての費用を計上するものでございます。収入につきましては、水道料金

収入が主なものでございます。第１項営業収益４億７,０６４万５,０００円と、第２項営業外収益１

億３,３９６万７,０００円等を合計いたしまして、総額６億４６１万４,０００円を予定しております。 

 支出につきましては、総額５億８,７００万９,０００円を予定しております。主に施設の維持管理費、

人件費、減価償却費、起債利子償還等でございます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出でございますが、これは水道施設の整備充実を図るための経費で

ございます。収入総額９,６１４万３,０００円を予定するものでございます。内訳でございますが、出
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資金５,３８６万円、次のページ、２６４ページをお開きください。 

 負担金４,２２８万円でございます。支出は、総額２億９,０９２万６,０００円を予定しております。

第１項建設改良費１億６,１２１万円は、主に排水管の整備工事及び舗装復旧工事費でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額として１億９,４７８万３,０００円につきま

しては、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額７９７万９,０００円、過年度損益勘定留

保資金１億８,６８０万４,０００円を補填するものでございます。 

 第５条、一時借入金につきましては、限度額を１億円と定めるものでございます。 

 第６条は、予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合について定めるものでございます。 

 第７条は議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職員給与費４,２３５

万８,０００円を定めるものでございます。 

 第８条につきましては他会計からの補助金で、一般会計から受ける補助金額を４,５４５万１,０００

円とするものでございます。 

 第９条は、たな卸資産購入限度額を５１４万７,０００円と定めるものでございます。 

 次に、２７８ページをお開きください。 

 平成２８年度水道事業予定キャッシュフロー計算書についてご説明いたします。 

 キャッシュフロー計算書とは財務諸表の一つで、会計期間内の資金の動きをあらわしたものでござい

ます。 

 まず、１の業務活動でございますが、業務活動とは、企業が外部から資金調達に頼ることなく営業能

力を維持するためにどの程度の資金を主たる営業活動から獲得したかを示す主要な情報でございます。

当期純利益、減価償却費等、さまざまな項目がございますが、例えば、収入で言えば、料金収入、支出

で例えますと維持管理費などでございます。業務活動によるキャッシュフローは、一番下にございます

ように、計として２億８,７６８万８,０００円を見込みます。 

 次に、２の投資活動でございますが、こちらにつきましては、将来の利益及び資金獲得のための設備

投資にどの程度の資金を投入したか、また投下した資金をどの程度回収したかを示す情報でございます。

例えば、建設改良費にかかわる負担金収入、排水管工事の支出などでございます。投資活動によるキャ

ッシュフローは一番下にありますように、計としまして、マイナス１億６１０万７,０００円を見込み

ます。 

 次に３の財政活動でございますが、こちらにつきましては、営業活動及び投資活動を維持するために

どの程度の資金が調達され、またどの程度の資金が資本の提供者に返済されたかを示す情報、例えば、

起債の借り入れ、起債の元金償還などが該当します。財政活動によるキャッシュフローは、一番下にあ

りますように、計としてマイナス７,２８５万６,０００円を見込みます。業務活動で得た資金２

億８,７６８万８,０００円を、投資活動マイナス１億６１０万７,０００円、財政活動マイナ

ス７,２８５万６,０００円に投入し、差し引いた額１億８７２万５,０００円が、平成２８年度中に見

込まれる現金の増加で、平成２７年度見込み残高と合わせて、平成２８年度末残高として１８

億６,６５７万４,０００円を見込んでおります。 

 続きまして、右側、２７９ページでございます。 
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 平成２８年度上三川町水道事業予定損益計算書でございます。この表につきましては、その事業年度

の終わりに予想されます経営成績を損益計算書の形であらわしたものでございます。１、営業収益か

ら２の営業費用を差し引きました営業利益につきましては、右端の列、一番上の行になりますが、マイ

ナス６,８９１万３,０００円を見込んでございます。 

 ３の営業外収益から４の営業外費用を差し引きました利益は、右端の列、上から２行目の８,６９５

万４,０００円を見込んでおります。それらの利益を合計した経常利益は、右端の列、上から３行

目、１,８０４万１,０００円を見込んでございます。この経常利益から６の特別損失２０万円を差し引

いたものが当年度純利益でございます。右端の列の下から２行目、１,７８４万１,０００円を見込むも

のでございます。 

 続きまして、２８０ページをお開きください。 

 平成２８年度上三川町水道事業予定貸借対照表でございますが、この表につきましては、平成２８年

度末におきます水道事業の財政状況を明らかにするため、資産、負債及び資本を総括的にあらわしたも

のでございます。 

 まず、資産の部でございますが、１、固定資産の合計、右端の１行目でございますが、７８

億２,１４０万５,０００円でございます。主なものにつきましては、ウの構築物で、２列目の３行

目、６７億８７３万２,０００円でございます。 

 次に、２の流動資産でございますが、流動資産の合計は、右端の２行目、１９億９３２万７,０００

円で、主なものにつきましては、（１）の現金及び預金でございます。固定資産と流動資産を合わせま

した資産合計は、右端の列の一番下の二重下線、９７億３,０７３万２,０００円となる見込みでござい

ます。 

 次に、２８１ページの負債の部でございますが、３の固定負債、４の流動負債、及び５の繰延収益を

合わせました負債合計は、右端の列、上から４行目、３５億２,４７８万２,０００円を見込むものでご

ざいます。 

 資本の部につきましては、６の資本金の合計は、右端の列、上から５行目でございますが、５４

億４,７４２万４,０００円でございます。 

 ７の余剰金の合計でございますが、右端の列、下から３行目、７億５,８５２万６,０００円で、資本

剰余金と利益剰余金を合わせたものでございます。また、負債合計と資本合計を合わせました負債資本

合計につきましては、右端の列、一番下の行、二重下線でございますが、９７億３,０７３万２,０００

円となりまして、前ページ、２８０ページの資産の合計と一致するものでございます。 

 以上で水道事業会計予算の説明を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午後３時０５分 休憩 

 

午後３時１８分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を開きます。 
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    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については条例等関係とあわせて前日配付の付託案件表のとおり所管の委員会に付託いたします

ので、質疑の内容につきましては努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては、委員会において質疑をお願いいたします。 

 最初に、議案第３０号「平成２８年度上三川町一般会計予算」についての質疑をお願いいたしま

す。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 ちょっとアバウトな計算なのですが、この予算書の中に、委託料、使用料、賃

借料、機器借上料、保守管理というものがたくさん出てくるのですが、この合計は、大体、どなたか把

握をしていますか。素人ですのでよくわかりませんが、今、私が電卓で計算したら１４億６,６００万

円ぐらいのものが、この委託料、使用賃料、機器借上、保守点検、委託料があるのです。これは毎年毎

年、１４億円ずつも垂れ流しているのと同じように、何のためにこれだけの機械が必要で、何のために

そこに座っているか、私にはちょっと理解ができないのが１点なのです。これだけ莫大なリース料とい

うのか、使用料が毎年毎年出ていってしまうのか、何か法律が変わるたびに使用料とかソフト料とかと

いうのを新たにリースしなければならないのですか、その辺をちょっとよく教えていただけますか。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 全体的なご質問ですのでお答えさせていただきます。 

 まず、１点目の節ごとの金額のほうを把握しているかということでございます。それにつきましては、

先般、全協のときに、平成２８年度上三川町補正予算資料という中の７ページに節別集計表というもの

をおつけしてございます。その中で、議員さんご指摘の委託料につきましては１８億８,２０４

万７,０００円という金額が出てございます。もう一つ申し上げれば、１４節の使用料及び賃借料で

は１億５,１９３万４,０００円という金額でございます。額については、このような形で集計はさせて

いただいております。 

 もう１点目の、どうしてこんなにかかるのかということでございます。これは、いろいろ理由がある

わけでございますが、まず、委託料の考え方を申し上げたいと思います。委託料につきましては、定数

削減等によりまして、そういったものに伴うサービスの低下につながらないような形で外に出すという

ことがまずあります。それと事務の効率化、さらには、それに伴いまして定数削減ができますから人件

費を削減する。また、職員だけではきわめて専門的な業務であってなかなか対応ができないというよう

なものについても業務委託をさせていただいております。そのような目的のもと、行政改革大綱に基づ

きまして進めているわけでございます。 

 金額の中で、委託料といってもかなり幅が広いものがございます。個別にはちょっと申し上げられま

せんが、全体的なことで申し上げれば、ご指摘のとおり、まず、電算処理の委託料、この中には機器の

保守というものもございます。さらに、ほかにも指定管理料、町のほうでは、いきプラ、図書館、体育

施設等がございます。そういったものの指定管理料についても委託料の中に含めてございます。また、

建設のほうでは、工事の監理も委託、さらには調査、あとは地籍調査においても委託料という形で進め

ております。町民に直結するようなごみの可燃物や不燃物の収集の業務、こちらについても委託料の中
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に入ってございます。さらに、ことしは福祉の関係では、ページで言うと福祉課のほうになるわけでご

ざいますが、子どものための教育、保育給付費ということで、こちらが一番高い金額で６億１,３２５

万１,０００円というような形もございます。さらには、学校関係では、給食センターの調理業務とか、

学校給食の米飯に対する委託とか、そういったもろもろ、また、保健の面でも予防接種とか、そういっ

たもの全て委託料の中に入っております。 

 今、申し上げましたとおり、職員では対応できないものについては当然、委託業務になりますし、行

政改革の一環で職員数を減らしてきております。そういったことによって行政サービスが低下しないよ

うな形でも考えなければいけませんので、その分でも委託料が増えるということになっております。 

 もう１点でございます、１４節、こちらにつきましても、先ほど議員の皆様にお配りしている資料の

中に集計してございますが、その金額で主なものは、やはりパソコン関係の機器の借り上げでございま

す。それから、システムの使用料、さらには車両の借り上げとか、そういったものも入っておりますの

で、その辺のところはご理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 今、企画課長に聞いているのは、これが減らせないのかという話なのです。こ

れが毎年毎年、私が把握していて、８年間ここにいるんですが、増えて減らないのです、なぜ減らない

のかということを言っているんです。今、言うように、費用がかかって、じゃあ、従業員を雇ったほう

が安くつくようなことで、経費節減するためにリースをしているのだ、経費節減するためのソフトを借

りているのだと言っている意味は、いつまでたってもこれはエンドレスで終わらないのではないかとい

うことが一つです。 

 それと、今、言ったように、９９ページに１８９万円の日本スポーツ振興センターの掛金、それか

ら、１０１ページに１０３万１,０００円のスポーツ振興センター掛金というのは、何をかけているん

ですか。これはどこの会社に、何をかけているのかわからないのに、１００万円ずつも年間かけている

ことはおかしいと私は思っています。 

 だから、今、私が聞こうとしているのは、企画課長、毎年毎年やっていくことを、減っていくならわ

かるのですが、増えていくことはおかしいでしょうということを聞いているんです。課長が言うように、

職員ができないことで複雑だというのでは、複雑感だということは、どうやって私たちにわからせられ

るんですか、説明してください。 

○議長【津野田重一君】 勝山議員、もう一度、今の９９ページと１０１ページのことを。 

○９番【勝山修輔君】 予算書の９９ページに１８９万円、負担金、日本スポーツ振興センター掛金、

その次のページ、１０３万１,０００円、負担金に日本スポーツ振興センター掛金と書いてあるのです

が、これは何をかけていくお金なのですかということです。 

○議長【津野田重一君】 もう一度聞きます。その二つと、もう１点、なぜこのリース料や委託料が減

らないということですか。 

（「はい、そういうことです」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 はい、わかりました。企画課長。 
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○企画課長【秋山正徳君】 委託料についてお答えいたします。委託料については、先ほど申し上げた

理由で、減らせるということはなかなか難しいのかなというふうに感じております。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 ９９ページの教育関係の費用の中のスポーツ振興センター掛金でござ

いますが、これにつきましては、児童生徒に対します安全保険でございまして、１名当たり９４５円と

いう掛金で支払いをしているものでございます。 

○議長【津野田重一君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 それではもう一度聞きます。では、そのソフトは減らないというのなら、借り

上げているものや保守点検のものは、もう少し職員がやったり何かできるものがあるのではないですか。

委託料は減らせないなら、努力することが先に見えないということは、企画課長、おかしいのではない

ですか。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 個別の案件に入っていく部分もございますが、今、企画課で回答できる部

分については、１４節、借り上げのほうは何とかできるのではないかということでございますが、借り

上げの部分についても、事務上、なくてはならないような必須のパソコン等、そういった電子機器、さ

らには、先ほど申し上げましたとおり、それはソフトウェア等がないと動きませんので、そのソフトウ

ェアも必要になります。さらに、借上料の中にはバス、そういったものもございますので、場合によっ

ては、台風等で鬼怒川が渡れないというようなときには、向川原の地域の方についてはタクシーでとい

うような借り上げも出てまいります。そういったもろもろがありますので、ケースバイケースでござい

ますので、そういった答弁をさせていただきたいと思います。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。１３番、稲葉 弘君。 

○１３番【稲葉 弘君】 ２点ほどです。１点目は、９９ページなのですけれども、使用料及び賃借料、

教育振興費の中で、機器の借上ということで説明があったのですけれども、３,１３８万１,０００円と

いうことで、パソコン１８７台ということなのですけれども、今、教育の現場では大変忙しい、そうい

う状況だと思うんです。そういった中でパソコンを導入して授業をやると思うんですけれども、その専

属、専門の先生、あるいは、どういう状況でやっているのか、それをお聞きしたいと思います。 

 もう１点は３５ページなのですけれども、首長研修ということで４０万円計上されていますけれども、

この具体的な内容。公費を使うということは、行った後、研修の報告が必要だと思うのですけれども、

そういう考えはないのか、それをお聞きしたい。２点です。 

○議長【津野田重一君】 教育長。 

○教育長【森田良司君】 １点目の教育現場でのパソコンの指導等についてでございますけれども、パ

ソコンを導入当初はアドバイザーを各学校に派遣しておりました。それから、学校現場でもパソコンの

活用が大分広まりまして、現在はアドバイザーの派遣はしておりません。それぞれ各学校の情報教育主

任を中心にしまして情報教育の推進に努めているところでございます。また、児童生徒もパソコン、あ

るいはさまざまなソフトについての活用もかなり高まってきているようなところでございます。さらに
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一層、情報教育の推進に努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 首長研修ということでございますが、皆さんご承知のように、河内郡は上

三川町だけということで、現在、芳賀地区の広域行政組合のほうの首長さん方と一緒に研修等をさせて

いただいております。町長、または副町長ということで、行政視察等も含まれた研修内容になっており

ます。その負担金ということで４０万円を計上するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １３番、稲葉 弘君。 

○１３番【稲葉 弘君】 議員の報告はないんですか、そういうあれはしなくてもいいんですか。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 昨年から参加している形でございますが、現在のところ、復命という形で

報告はさせていただいておりません。あくまでも首長ないしは副町長等の特別職の研修ということで実

施をさせていただいております。 

○議長【津野田重一君】 １１番、稲見敏夫君。 

○１１番【稲見敏夫君】 それでは、何点かちょっとお尋ねしたいのですが、まず１点目、７５ページ、

農業振興費の中の１９節の補助金、園芸産地振興対策事業ということで３００万円計上されているので

すが、もらう人というのが、当然限定で、多分パイプハウスだと思うんですが、もらう人はもうかなり

少なくなっていると思うので、この辺の見通しでこの予算を立てたかどうか、１点お尋ねしたいと思い

ます。 

 また、７９ページ、商工振興費の中の交付金で、企業誘致奨励金交付事業ということで１,１９６万

円計上されているのですが、その中身です。もうあと何年これを交付するのかと、多分、あそこはもう

終わりだと思うので、今後また違うあれを考えていくかどうかです。その交付事業の中身だけで結構で

す。 

 もう１点、９７ページの幼稚園費の１９節の補助金、第３子以降子育て支援費ということで７３人分

だということなのですが、その中身、完全に第３子以降は無料になるのかどうか、この支援費で本当に

第３子以降はどの辺まで無料になるのか、ちょっと福祉課長にお尋ねしたいと思います。その３点です。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 まず、１点目の園芸産地の見通しということでございます。議員がご

指摘されますように、園芸産地、パイプハウスの補助ということでございますけれども、余り利用者が

いないという状況にはなってございます。ただ、現在の農業情勢ということを考えた場合に、米価につ

いて農協の概算金が８,０００円なり１万８００円ということでかなり下落しているような状況にござ

います。こうした中にありましては、やはり、米、麦主体の農業から、ある程度園芸主体の農業に町と

しても誘導を図っていきたいという考えがございますので、これについては引き続き園芸産地、パイプ

ハウスの補助については力を入れていきたいと考えているところでございます。 

 また、企業誘致奨励金でございますけれども、これについては、もう既に埋まったというような状況
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にございまして、奨励金の交付については平成３０年度で終わるというような見通しでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 第３子以降子育て支援費についてでございますが、これは教育総務費のほ

うの幼稚園費ということで、幼稚園に通っている方については幼稚園の保育料は幼稚園のほうに払って

いるわけです。その中の第３子以降、多子世帯に対する補助ということで、年齢によってまた違います

し、所得に応じても違うということで、構成的にも違うのですけれども、全ての第３子が無料になると

いうわけではなくて、上の年代が、ある一定年齢の第１子がいた場合は、その第２子、第３子のカウン

トの仕方がありますので、それによって、必ずしもそこに当てはまらない方も出てくるかとは思います。

そういった状況の中での第３子の無料化ということです。それが年齢的にくっついていて、３人とも幼

稚園に行っているようなときの第３子は無料になるような形ではあります。そういったことでの助成の

仕方になっております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １１番、稲見敏夫君。 

○１１番【稲見敏夫君】 今の第３子の子育て支援についてなのですが、これは当然、幼稚園のほうだ

けだと思うんです。ちょっとお聞きしたいのですが、保育所に３人目が来たような場合はどのような形

になるのか、わかる範囲で結構ですからお願いしたいと思います。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 幼稚園の場合は、まず幼稚園に保育料を払ってしまって、それに対して逆

に第３子子育て支援事業でもってお金を町のほうから戻すような形で所得に応じて計算するのですが、

保育所の場合は、最初に保育料を取る段階で、所得に応じて、また、第３子とか、何番目の子かによっ

て、その子の保育料自体を計算しますので、最初から保育所のほうは、第３子で通っていながらも保育

料を取らない方、第３子無料で通える方が出てくるという形になります。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 先ほどの首長研修、行政課題を中心に視察研修等を行っておりますので、

特別の復命という形ではなくて、その後の研究会等で議論される課題ということで、十分、今後の行政

課題の研究に役立っているというような形で実施されているものと理解しております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １１番、稲見敏夫君。 

○１１番【稲見敏夫君】 要望なのですが、当然、幼稚園に通っているお子さん、また保育所に通って

いる家庭があると思うんです。できるだけその辺の不公平感をなくしまして、できれば第３子、これは

もう完全に無料なのだと、一応、そのような予算づけをしていただけるように要望いたします。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。８番、石﨑幸寛君。 

○８番【石﨑幸寛君】 歳入なのですが、ことしは昨年と比較して６億６,０００万円の町税が増にな

る見通しということで予算を立てられたようでありますけれども、結局、法人税が増え、そしてまた地
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方交付税がその分マイナスされる、プラスマイナスでそれだけというふうに見たと思うんですが、町長

の予算説明要旨の中に義務的経費の占める割合が増えるとありますが、収入が増えても、やはりこの義

務的経費、つまり経常収支比率だと思うんですが、その割合は増えてしまいますかということが１点。 

 それと、９５ページの教育研究所費、委託料で下のほうで、中学生海外派遣事業２５名分、９２３万

円、これはいつもやっているオーストラリアの派遣のことでしょうかということと、海外派遣でいつも

行っているオーストラリアだけではなくて、ほかを検討されたことがありますかということをお聞きい

たします。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 まず１点目の、税収が増えたことによって経常収支比率はどうなるのかと

いうご質問です。それにつきましては、当然、分母のほうが大きくなりますので、経常収支比率のほう

は、今、９０％を超えておりますが、それよりは下がってくるのかなというふうに分析はしております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 ９５ページの中学生の海外派遣事業でございますが、この費用につき

ましては、今年度と同様のオーストラリアへの派遣事業でございます。 

 なお、派遣先の検討につきましては、まず１つは、派遣先の安全性、さらには、これはホームステイ

がありますので、その受入体制等を考慮して、これは検討しているところでございますが、２７年度、

今年度につきましては私が随行で行かせていただきました。この派遣事業の内容で申し上げますと、ま

ずは、現地の高校に当たります学校で、これはオール英語でありますが、英語で全てやらせていただい

たということで、授業にも参加をし、さらには、空き時間等については、そのハイスクール以外に語学

をできる研修所等でも研修をしてきたということで、この研修内容については非常に充実していたとい

うことで、今年度と同様に次年度においても、これは実施をしたいということで検討はしたところでご

ざいます。 

○議長【津野田重一君】 ８番、石﨑幸寛君。 

○８番【石﨑幸寛君】 つまり、海外派遣事業に関しては今のところで満足だということでよろしいで

しょうか。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【鶴見 勉君】 今の派遣先で満足ということではなくて、今の派遣先で中学生におい

ては十分であるというふうに考えているところでございます。 

○議長【津野田重一君】 １２番、松本 清君。 

○１２番【松本 清君】 ８２、８３ページ、道路維持費とか道路新設ということで今回減額になって

おります。私がちょっと課長に聞きたいのは、今、現実に道路工事とかいろいろなものを進めておりま

す。と同時に、課長のほうで、担当課に、どのぐらいのそういう整備の要望が出ているのか、まずはそ

れをお聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 今ご質問の、どのような要望が都市建設課のほうに上げられているか
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というふうなご質問ですが、今年につきましても、道路改良並びに舗装新設に対します要望が１１件出

てございます。昨年度につきましては３０件程度の要望が出て、毎年１０件から３０件程度の要望が自

治会から出されている状況でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １２番、松本 清君。 

○１２番【松本 清君】 そのようなことで、一応、町としても狭あい道路とか、また通学路などは優

先的にやるということもあります。そのようなことで、今ちょっとこの予算を見ますと、少しでも上積

みして要望されているものを１年に１つでも２つでも余計に進めていく、そのような考え方はないんで

すか。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 毎年、自治会等から要望は出されてございますが、今般の厳しい財政

状況の中、なかなかその要望に追いついていないというのが現状でございます。そういう中でも、限ら

れた財源の中で、より事業効果の高い道路整備を進めていくということの中で、整備すべき路線の緊急

性や必要性を十分に考慮して優先度の高いものから進めていく、そういうふうなことで効率的な整備に

努めているところでございます。また、今後は、そういうふうな道路の新設整備というふうなことのほ

かに、今、国全体でも問題となっています社会インフラの老朽化対策事業というようなことが緊急の課

題となってきてございます。そういうふうな道路や橋梁のインフラの老朽化対策についても今後、多く

の財源が必要になってくるというようなことも予想されますので、まずはそういうふうな緊急性や必要

性を十分に考慮して効率的な整備に努めていきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 １２番、松本 清君。 

○１２番【松本 清君】 大変それはわかりました。しかしながら、狭あいとか何とかの狭いところ、

そういうところも１年に１路線や２路線は何となく、今までよりも余分に工事ができるような、そのよ

うな体制を実際はとっていただければと思うんです。ですから、去年よりも減額ではなくて、例えば、

同じような予算を組むとか、減額にしても、１,０００万円ぐらいでもちょっと余分に組めば１路

線、２路線の小さい工事はできるわけです。やはり、地域の方、足元の悪いのが一番困る、それが一番

の要望なのです。ですから、そういうところもこれから見据えながらやっていただければと思います。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 先ほどもお答えしましたように、その整備する路線の緊急性や必要性、

また自治会等からのそういうふうなお話を十分に考慮しまして、今後も進めていきたいというふうに考

えてございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。５番、志鳥勝則君。 

○５番【志鳥勝則君】 平成２８年度の予算につきましては、第７次総合計画の初年度であるというこ

とで、配られました第７次総合計画の基本目標、特に第６款農業振興費、そして、第７款商工費の予算

については、第７次総合計画の基本目標を十分考慮しての予算の組み立てなのかどうか、確認したいと
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思います。町長にお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 第６款と第７款の予算につきまして、第７次総合計画を踏まえた中で

予算を組んでいるかというご質問だと思うんですが、第７次総合計画につきましては、来年度から計画

が始まっていくような状況になってございます。この計画につきましては、基本構想においては１０年、

基本計画においては５年間の計画となってございまして、平成２８年度の予算におきましては、そのよ

うなことを踏まえての予算ということには、必ずしもなってございませんので、今後何ができるか、ま

た、何が求められているかなどを検討していきまして、予算に反映できるものは反映していきたいと考

えてございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ５番、志鳥勝則君。 

○５番【志鳥勝則君】 第７次総合計画というのは平成２８年度から始まるわけですよね。そうした中

で、予算作成については２７年１１月ごろ、あるいは２７年の８月ごろに２８年度の総合計画に向けて

予算を作成したものと理解しております。特に地場産業の育成ということであります第６款農業振興費、

第７款商工費、これらにつきましては、地場産業である農業の振興、第７款につきましては中小企業の

商工振興ということでございますが、特に商工費につきまして予算を見ますと、予算の総額がかなり低

いように感じます。この商工費の予算につきましては、県内２５の自治体がある中で、多分最下位の予

算総額だと思います。そういう中で第７次総合計画に掲げた目標を今後１０年間の中で達成することが

できるのかどうか懸念したものですから、このような質問をしたわけでございます。答弁は結構です。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。１５番、田村 稔君。 

○１５番【田村 稔君】 ３５ページの財産管理費、１３節の委託料の計画策定ということで、先ほど

公共施設全体の長期化計画をつくるのに１,３１８万２,０００円ということですけれども、これはどこ

までの計画なのかというか、要するに、前の建築課をつくるわけです。本町における公共施設全体とい

ったら、何棟あって、この計画というのは、あくまでも机上の計算で、木造だから何年という策定をす

るのか、１,３１８万２,０００円というと、１棟１棟の、ここがこれだけ傷んでいるとか、中の電気の

配線がショートしそうだとか、そこまでのものは入っていないかちょっとわからないのですが、もっと

詳細、この計画策定、これはいつでき上がって、総務の管轄なのか建築課で利用するのでしょうけれど

も、この策定計画を次年度、いつまでに実施しようとしているのか、内容の詳細をお願いします。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 この公共施設等総合管理計画書というのは、ライフラインも含めた町の施

設全部を現在、白書という形で調査をかけまして、そこにかかってくる今後の経費、３０年ぐらいをス

パンとして見ておりますが、今後予想される改修、または、場合によっては新設、そういう部分を総合

的に研究して計画書をまとめるということで、来年度の事業として組んでいるものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １５番、田村 稔君。 

○１５番【田村 稔君】 私の聞き違いなのか、先ほど、公共施設全体ではなくて、ライフライン、本
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町全体の３０年間のインフラ、先ほど建設課長が言った、そういう整備まで含めたという意味ですか、

今、そのように私は理解してしまったのですが、違うようでしたらもう一回、詳細ということで説明を

求めているので、今のライフライン、全体の白書、３０年間のスパンで改修、修繕という説明という私

の理解だったのですけれども。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 はい、ライフラインを含めた公共施設全てでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １５番、田村 稔君。 

○１５番【田村 稔君】 最初の質問どおり答えてくださいよ、公共施設の建物が何棟あって、今の答

えだと、建物からライフライン、インフラまで全部含めたというのが本町の３０年間が１,３１８

万２,０００円でなんかつくれるわけはないでしょう、一般常識として。ただ単に、これだけの人口で、

ここにこれだけの人が住んで、都市計画上こうなっているから、こういう形だという簡単なプランは策

定できますよ。だけど、詳細にわたったことなんか、この１,３１８万で、一体どこまでのものが一般

常識としてできるんですか。例えば、いきいきプラザ、庁舎内の全部耐震も含めた審査だってあれだけ

の金額がかかっているのですから、今、言った総務課長の話だと全然とんちんかんで、県か国かどこか

の下請けにこういうものをつくれと言われたような、そんな感じにしか受け取れないのですが。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【岸  豊君】 先ほども申しましたように、ライフラインを含めた公共施設全てを現在、

白書ということでまとめておりまして、今後何年か後には改修が必要だろう、また、何年か後にはもっ

と手入れというか、補修が必要だろうと、そういった予測を立てながら今後３０年ぐらいの公共施設を

延命していく、長寿命化していくための計画書をつくっていくという内容でございます。これは、国の

指導のもとに各自治体で取り組んでいる内容でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ３回で終わりです。ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 これで質疑を終わります。 

 次に、議案第３１号「平成２８年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算」から議案第３６号「平

成２８年度上三川町水道事業会計予算」までについて一括して質疑をお願いいたします。質疑はありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第９、陳情第１号「軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その

危険性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情」については、請願・陳情文書表のとおり所

管の委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。各常任委員会に付託しました議案第２号から議案第２２号まで、及び議案第３０
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号から議案第３６号まで、並びに陳情第１号につきましては、会議規則第４６条第１項の規定によ

り、３月１４日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２号から議案第２２号まで、及び

議案第３０号から議案第３６号まで、並びに陳情第１号については、３月１４日までに審査を終了する

よう期限をつけることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 本日はこれで散会といたします。ご苦労さまでした。 

 なお、あす４日は午前１０時から一般質問を行います。 

午後４時０２分 散会 


